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新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指

導資料（県立特別支援学校）について（通知） 

 

県教育委員会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための臨時休業につ

いて、児童・生徒等の安全、安心な生活の確保を第一に、３月２日以来、春季休業を挟

んで５月６日までの間、継続してきました。この度、国の緊急事態宣言の期間延長に伴

い、臨時休業の期間を、５月31日まで延長することとしました。 

そこで、県教育委員会では、県立特別支援学校が臨時休業中に行う学習指導等につい

ての考え方や留意事項等について、改めて整理しなおすこととし、「新型コロナウイルス

感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資料（県立特別支援学校）」を作

成しました。 

各学校においては、臨時休業中の学習指導に当たって、この指導資料を踏まえ、学校

の教育活動再開後を見通したカリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編

成について、学校や児童・生徒等の実情に応じた指導計画の変更や精選を行うとともに、

家庭学習で扱う内容の適切な設定や内容の充実に努めるようお願いします。 

また、「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資

料（小・中学校）」及び「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等

に関する指導資料（県立高等学校・県立中等教育学校）」を参考に送付しますのでご活用

ください。 

併せて、別添写しのとおり、令和２年４月21日付けで２文科初等初第154号文部科学

省初等中等教育局長通知「新型コロナウイルス感染症対策のために小学校、中学校、高

等学校において臨時休業を行う場合の学習の保障等について」及び令和２年５月７日付

け同局特別支援教育課事務連絡で「新型コロナウイルス感染症に対応した臨時休業中に

おける障害のある児童生徒の家庭学習支援に関する留意事項について」が示されました

ので、お知らせします。 

なお、本指導資料については、県教育委員会及び県立総合教育センターのホームペー

ジに掲載します。 

問合せ先 

教育指導グループ 荒井 

電話045（210）8276（直） 



新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資料 

（県立特別支援学校）について 

令和２年５月 

神奈川県教育委員会 

特別支援教育課 

 

指導資料作成の趣旨 

○ 県教育委員会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和２年４月６

日から５月６日の期間、県立学校を臨時休業とすることとしました。その際、臨時休業中

の学習指導について、児童・生徒等が授業を十分受けることができないことによって、学

習に著しい遅れが生じることのないよう、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえて、必要に

応じて家庭学習のための課題等を課す等の必要な対応を行うよう県立特別支援学校に通

知しました。 

 〇 この度、令和２年５月４日に、国による緊急事態宣言の期間が５月 31 日まで延長され

たことに伴い、県教育委員会として、５月６日までの臨時休業の期間を、５月 31 日まで

延長することとしました。 

 〇 これまでも、各学校においては、県教育委員会からの通知に基づき、臨時休業中の児童・

生徒等の学習保障に向け、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた課題等を課すことにより、

家庭学習を促すなどの取組を行っているところです。この度、臨時休業の期間がさらに延

長されたことにより、学校が個別教育計画に基づいて、家庭学習で扱う学習内容等を適切

に定めることが一層その重要性を増し、家庭学習で扱ったことを学校再開後の学びにつな

げるために、学校全体でカリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編成につ

いて検討する必要性も生じています。加えて、ICT機器等を活用した学びの充実も求めら

れています。 

 〇 そこで、県教育委員会では、県立特別支援学校が臨時休業中に行う学習指導等について

の考え方や留意事項、家庭学習の成果を学校の教育活動再開後の学習へつなげるための考

え方を整理し、「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する

指導資料（県立特別支援学校）」を作成しました。 

〇 各学校においては、臨時休業中の学習指導等に当たって、この指導資料を踏まえ、学校

の教育活動再開後の学習への円滑な接続も見据えて、学校や児童・生徒等の実情に応じた

指導計画の変更や精選を行うとともに、家庭学習で扱う内容の適切な設定や学習内容の充

実を図るようお願いします。 

〇 また、「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資

料（小・中学校）」及び「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に

関する指導資料（県立高等学校・県立中等教育学校）」も併せてご活用ください。 

 

指導資料の主な内容 
 

１ 目的 

・県立特別支援学校における新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、臨時休業中の 

学習指導についての指針として、その基本的な考え方や留意点を示すものである。 



２ 臨時休業中の学習指導の考え方 

・臨時休業中の出欠席の扱いや学習指導、学習評価について、文部科学省の「教育活動の

再開等に関するQ＆A」をもとに、基本的な考え方を示す。 

・個別教育計画に基づき、家庭学習や生活面に関するきめ細かな対応をすることなど、家 

庭学習への支援について示す。 

 

３ 臨時休業の延長に伴う各教育課程における学習指導 

・県立特別支援学校には、主に３つの教育課程が編成されていることから、教育課程ごと 

に、それぞれで学ぶ児童・生徒等の学びについて留意点を示す。 

・教育課程を全教職員で見直し、臨時休業に伴う家庭学習との関連を図ったカリキュラム・ 

マネジメントを効果的に進めていくこと。 

（１）小・中・高等学校に準ずる教育課程 

・臨時休業中の学習指導に関する基本的な考え方は、小・中・高等学校に準ずるが、各学 

校に在籍する児童・生徒等の障害の状態や特性及び心身の発達段階等を十分考慮するこ 

と。 

・臨時休業の状況や学校の教育活動再開後を見通して、カリキュラム・マネジメントの視 

点による教育課程の再編成を行い、教育活動の質の向上を図ること。 

（２）知的障害のある児童・生徒等の教育を行う特別支援学校における各教科等の教育課程 

・家庭学習の提供にあたっては、保護者の十分な理解と協力を得るよう努め、規則正しい 

生活習慣を身につける学習を継続し、可能な限り計画性をもった家庭学習を促すこと。 

・知的障害のある児童・生徒等の学習上の特性等を踏まえ、各教科等の内容を精選し、指 

 導内容の重複を教科等横断的に確認すること。 

（３）自立活動を主とした教育課程 

・児童・生徒等一人ひとりに応じた、指導上の配慮や工夫について、わかりやすく示すこ 

と。 

  ・児童・生徒等の主体性を引き出しながら、目標の達成に向けて、どのような教材・教具 

   を用いるかなど、教育課程編成のための事前の研究や調査に努めること。 

 

４ 家庭学習におけるICTの活用に関する留意点 

（１）G Suite for EducationなどのICTの活用 

  ・一人ひとりの教育的ニーズに応じた、ICTを活用した学習を進めていくこと。 

  ・ICTを活用した家庭学習を課すに当たり、個人情報や著作権の保護などについて示す。 

（２）家庭学習コンテンツの活用等の留意点 

  ・学校や児童・生徒等の実態に応じた、オンライン教材等の適切な家庭学習を課すために、 

家庭学習に役立つ主なコンテンツを示す。 

 

５ 教育活動再開に向けて 

（１）基本的な考え方 

・指導の際に接触が避けられないことや、重篤化する基礎疾患等を有する児童・生徒等 

   が多いこと等から、学校の教育活動の再開には準備期間を含め一定期間が必要である。 

・学校の教育活動再開後における取組みの具体については、後日別途示す。 

（２）授業時間数の確保についての考え方 

・臨時休業による、授業時間数の不足に対応するためには、例えば夏季休業期間を短縮す

ること等が考えられる。 
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まえがき 

 

県教育委員会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和２年４月６日

から５月６日の期間、県立学校を臨時休業とすることとしました。その際、臨時休業中の学

習指導について、児童・生徒等が授業を十分受けることができないことによって、学習に著

しい遅れが生じることのないよう、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえて、必要に応じて家

庭学習のための課題等を課す等の必要な対応を行うよう県立特別支援学校に通知しました。 

 この度、令和２年５月４日に、国による緊急事態宣言の期間が５月 31 日まで延長された

ことに伴い、県教育委員会として、５月６日までの臨時休業の期間を、５月 31 日まで延長

することとしました。 

 これまでも、各学校においては、県教育委員会からの通知に基づき、臨時休業中の児童・

生徒等の学習保障に向け、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた課題等を課すことにより、

家庭学習を促すなどの取組を行っているところです。この度、臨時休業の期間がさらに延長

されたことにより、学校が、個別教育計画に基づいて、家庭学習で扱う学習内容等を適切に

定めることが一層その重要性を増し、家庭学習で扱ったことを学校再開後の学びにつなげる

ために、学校全体でカリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編成について検

討する必要性も生じています。加えて、ICT 機器等を活用した学びの充実も求められていま

す。 

 そこで、県教育委員会では、県立特別支援学校が臨時休業中に行う学習指導等についての

考え方や留意事項、家庭学習の成果を学校の教育活動再開後の学習へつなげるための考え方

を整理し、「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資

料（県立特別支援学校）」を作成しました。 

各学校においては、臨時休業中の学習指導等に当たって、この指導資料を踏まえ、学校の

教育活動再開後の学習への円滑な接続も見据えて、学校や児童・生徒等の実情に応じた指導

計画の変更や精選を行うとともに、家庭学習で扱う内容の適切な設定や学習内容の充実を図

るようお願いします。 

また、「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資料

（小・中学校）」及び「新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関

する指導資料（県立高等学校・県立中等教育学校）」も併せてご活用ください。 
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１ 目的  

   特別支援学校は、幼児・児童・生徒（以下、「児童・生徒等」という）の実態に応じて、主に

３つの教育課程（小・中・高等学校に準ずる教育課程に自立活動を加えた教育課程、知的障害の

ある児童・生徒等の教育を行う特別支援学校における各教科等の教育課程、自立活動を主とし

た教育課程）を編成し、児童・生徒等は個々に作成された個別教育計画に基づいた指導を受けて

いる。特別支援学校が対象とする障害種（視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱）

によって学校の実態は違うが、この「学習等に関する指導資料」は、県立特別支援学校における

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための、臨時休業中の学習指導についての指針として、

その基本的な考え方や留意点を示すものである。 

以下は学習等に関する指導資料のコンセプトを示している。 
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２ 臨時休業中の学習指導の考え方 

新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業に伴い、文部科学省の「教育活動の再開等

に関する Q&A」が随時、更新されている。今回の臨時休業について、国の通知等の中に、留意

事項や例外規定が示されている。 

令和２年４月 23日時点の Q&A を参考に、学習指導に関する基本的な考え方を示す。 

１ 出欠席について 

・ 今回の臨時休業は「出席すべき授業日数」には含まない。（問 60） 

２ 学習について 

・ 今回の臨時休業により、学校教育法施行規則等に定める標準授業時数を下回った場合

においても、下回ったことのみをもって学校教育法施行規則に反するものとはならな

い。（問 30） 

・ 臨時休業に伴い児童・生徒の学習に著しい遅れが生じることのないよう、各学校にお

いて、可能な限り、家庭学習を適切に課すとともに、電話等の様々な手段を通じて学

習の状況や成果をきめ細かく把握する。(問 25) 

・ 臨時休業により取り扱うことができなかった前学年の学習内容については、必要に応

じて令和２年度に補充的に取扱うことも考えられる。（問 27） 

  しかし、家庭学習等により学習に著しい遅れが生じる可能性が低いと判断した場合

は、補充のための授業を実施しないことも考えられる。（問 28） 

３ 学習評価について 

・ 指導計画等を踏まえながら家庭学習を課し、教師がその学習状況や成果を確認し、学

校における学習評価に反映することができる。（問 62） 

・ 学校が課した家庭学習の実施状況が一定の要件を満たす場合において、特例的に、学

校の再開後等に、当該内容を再度学校における対面指導で取り扱わないこととするこ

とができる。（問 64） 

  また、令和２年５月７日付け文部科学省初等中等教育局特別支援教育課の事務連絡「新型コ

ロナウイルス感染症に対応した臨時休業中における障害のある児童生徒の家庭学習に関する留

意事項について」によれば、家庭学習への支援として、次のように示されている。 

〇 学校において、個別教育計画等の精査や見直しを行うこと。新入学等の児童・生徒等

で個別教育計画を作成していない場合は、保護者等と連携しつつ実態を把握し、速や

かに個別教育計画等を作成すること。 

  〇 家庭学習の提示等については、協力を求める保護者等にとって実施しやすい方法や留意

すべき点も合わせて分かりやすく示すこと。必要に応じて、関係機関と連携し、児童生

徒の学習への協力を求めること。 

〇 家庭学習や生活面に関する児童・生徒等や保護者等からの問い合わせや相談について

きめ細かく対応できるようにすること。また、児童・生徒等や保護者等とのコミュニ

ケーションを積極的に行い、家庭等での状況を定期的に把握すること。 

〇 医療的ケアが必要な児童・生徒等や基礎疾患等のある児童・生徒等については、学習

内容及び協力内容を慎重に検討すること。 
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３ 臨時休業の延長に伴う各教育課程における学習指導 

   臨時休業中の学習指導に関する基本的な考え方や教育課程を再編成する際の留意点について

小・中・高等学校に準ずる教育課程、知的障害のある児童・生徒等の教育を行う特別支援学校

における各教科等の教育課程、自立活動を主とした教育課程ごとに示す。 

   なお、各学校の教育課程の再編成に当たっては 32 ページの『カリキュラム・マネジメント「教

育課程」と「指導計画」の接続および「教育課程の総体的構造の可視化」例）』（中央教育審議会

答申 第 197 号）も参考にカリキュラム・マネジメントを進めること。 

（１）小・中・高等学校に準ずる教育課程 

ア 臨時休業中の学習指導に関する基本的な考え方  

基本的な考え方は、小・中・高等学校に準ずるので「新型コロナウイルス感染症対策のた

めの臨時休業に伴う学習等に関する指導資料（小・中学校）」及び「新型コロナウイルス感

染症対策のための臨時休業に伴う学習等に関する指導資料（県立高等学校・県立中等教育学

校）」を参考にして各学校で学習指導の在り方について検討すること。 

ただし、各学校に在籍する児童・生徒等の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等を

十分考慮すること。 

 

イ 教育課程を再編成する際の留意点 

各学校は、学校再開後を見通して、教育課程を再編成する際、臨時休業に伴う家庭学習

との関連を図ったカリキュラム・マネジメントを効果的に進めていく必要がある。 

①カリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編成 

学習指導要領が目指しているのは、児童・生徒等の主体性を引き出しながら、何を学ぶか

を明確にし、単なる知識の習得にとどまらず、教科横断的に学び、それを生きて働く知識・

技能として活用することである。特に特別支援学校では、どう教えるかだけでなく、どう活

用させるか、どこで活用させるかの視点をもって教育課程を編成することがポイントであ

る。 

ここでは、学習指導要領解説 199 ページに示されているカリキュラム・マネジメントの

手順例に合わせて留意点を(ア)～(キ)に示す。 

(ア)教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にする。 

〇現在は、教職員が在宅勤務や拡大時差出勤、特別休暇等で一堂に集まって学校の基本 

      方針を共有することは難しい状況であるが、全教職員が共通理解をもつために、配信、

郵送等の工夫を講じ、基本的な考え方の共有化を図ること。 

(イ)教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める。 

〇臨時休業延長に伴い、現段階では再開の見込みが不透明である。しかし、児童・生徒等

の家庭学習の充実や学校再開に向けての準備は必要である。会議の持ち方、役割分担、

作業日程等、例年通りの枠組みでは進められない状況を理解した上で、各学校の実情に

合わせて、教育課程の再編成に取組むこと。 
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(ウ)教育課程の編成のための事前の研究や調査をする。 

〇臨時休業に伴い授業時数が減少している中、学びの充実に向けての情報収集は欠かせ

ない。最近、注目される ICT 機器等を使った遠隔教育であるが、どの目標の達成に向

けてどのように ICT 機器等を使えばよいか、様々な実践事例を調査、研究すること。そ

の際、ICT 機器等を有効なツールとして活用するよう留意が必要である。 

〇特に、特別支援学校での効果的な実践例は多くないので、県立特別支援学校間で共有す

るしくみを構築することも一助となる。 

(エ)学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項を定める。 

  〇学校行事や児童・生徒会活動、部活動等がもつ教育的な意義を踏まえ、予めその活動時

間の確保にも留意すること。 

〇その際、次の３つの視点から、実施計画等を見直すこと。 

    視点１ 各活動のねらいを改めて確認し、関連するものは統合すること。 

    視点２ 「３密」となるような活動は行わないこと。 

    視点３ 準備や練習の時間を最小限とすること。 

(オ)教育課程を編成する。 

〇学校の教育目標の実現を目指して、指導内容を選択し、組織し、それに必要な授業時数

を改めて編成すること。 

〇各学校では、教育活動再開後、教育活動の質の向上が図れるよう、時間割編成上の工夫

について予め検討しておくこと。 

〇年間授業時数が学校教育法施行規則等に定める標準授業時数を下回った場合において

も、下回ったことのみをもって学校教育法施行規則に反するものとはされないこと。 

(カ)教育課程を実施する。 

〇現段階では、授業として実施できないので、一部を家庭学習と設定する。実技や実験は 

各学校の教育活動再開後に行う。家庭学習は個別指導計画に基づき実施されることか 

ら、評価の対象とするが、保護者等の協力を評価することにならないよう、提示する際

に十分意図を伝えること。 

(キ)教育課程を評価し改善する。 

〇今回の臨時休業に伴い、家庭学習も含めてそれまでの取組みを整理し、課題を共有し、 

再編成・実施した教育課程を評価・改善すること。 

 

②年間指導計画の再編成における内容の精選 

授業時間数の減少から単元のすべてを取り扱うことができないので、基礎的・基本的な事

項を習得させることで精選を図ること。例えば「国語科」の授業の中で、新出漢字を覚えさ

せるのではなく、社会科や理科等の他教科の中で意識して扱いながら、読む、書く、意味を

理解させるなど、指導の精選を図ること。 
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③臨時休業中の家庭学習の充実 

従来の家庭学習（いわゆる宿題）は、学んだことの復習に重点が置かれ、習得するための

手段として活用することが多い。一方、今回の新型コロナウイルス感染症対策のための臨時

休業時の家庭学習は、復習に加え、学校再開以降の学習につながる予習的な役割も担ってい

くことが想定される。未学習の内容を家庭で行うことは困難であるが、既習事項を併せるこ

とで、家庭で実施可能となるような内容を検討し、保護者等へ説明し、ご協力いただけるよ

う依頼することが大切である。 

臨時休業中の家庭学習における留意点は次のとおりである。 

○学校の教育活動再開後も見据え、児童・生徒等と学校の関係を維持できるよう、定期的な

連絡や相談に応じるなど、必要な措置をとること。 

○規則正しい生活習慣や学習習慣の確立に向けて、各児童・生徒等の実態や、各家庭の状況

に応じ、G suite for Education 等のクラウドサービスや電話連絡による対応を行うこ

と。 

   〇実験・実習など、家庭学習で実施することが難しい内容については、学校の教育活動再開

後に扱うこととするなど、指導計画の変更を行うこと。 

〇家庭学習で扱った内容と、学校の教育活動再開後の授業で扱う予定の内容とを関連付け

ながら、評価の観点を明確にすること。 
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（２）知的障害のある児童・生徒等の教育を行う特別支援学校における各教科等の教育課程 

ア 臨時休業中の学習指導に関する基本的な考え方 

県立特別支援学校においては、令和２年４月 10 日付け文科初第 87 号文部科学省初等中

等教育局長通知「新型コロナウイルス感染症対策の臨時休業等に伴い学校に登校できない

児童生徒の学習指導について」を踏まえ、臨時休業中の家庭学習の充実を図ることとし、そ

の実施に当たっては、年間指導計画を踏まえながら適切な家庭学習を課し、教師の学習指導

や状況把握と組み合わせて可能な限り学習を支援する。また、休業中に学校が課した家庭学

習の状況や成果を評価し、その後の学びにつなげることとする。 

なお、臨時休業中の学習指導に当たっては、次の点に留意すること。 

〇臨時休業中の学習指導に当たっては、児童・生徒等が自宅等にいる状況にあっても、規則正

しい生活習慣を身に付け学習を継続するとともに、学校と児童・生徒等との関係を維持する

ことができるよう、必要な措置をとること。 

〇家庭学習の提供に当たっては、保護者の十分な理解と協力を得るように努めること。 

〇課題の設定に当たっては、前年度作成した個別教育計画を参考にしつつ児童・生徒等にふさ

わしい内容や分量を考慮すること。また、自宅等での生活状況を把握した上で、その状況に

あった課題を設定する等、柔軟な対応を心掛けること。  

〇規則正しい生活及び学習習慣の維持、学習の流れのわかりやすい提示等の観点から、例え

ば、一日の学習のタイムスケジュールや一週間の学習の見通しなどを併せて示すことで、可

能な限り計画性をもった家庭学習を促すこと。 

〇G Suite for Education などの ICT の活用により動画配信や課題提示を行う場合は、家庭に

おける機器の有無やネットワーク環境を把握し、保護者の理解と協力を得るように努める

こと。 

なお、令和２年度４月補正予算で措置した家庭における Wi-Fi 環境の整備（モバイルルー

ターの貸与）について、学校ごとに整った段階で、ICT を活用した学習指導を推進すること。

児童・生徒等の家庭の ICT 環境が整うまでの間は、ICT 環境の整わない家庭の児童・生徒等

が不利益を被ることがないよう、適切な配慮のもと実施すること。 

 

イ 教育課程を再編成する際の留意点 

各学校は、学校再開後を見通して、教育課程を再編成する際、臨時休業に伴う家庭学習

との関連を図ったカリキュラム・マネジメントを効果的に進めていく必要がある。 

①カリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編成 

学習指導要領が目指しているのは、児童・生徒等の主体性を引き出しながら、何を学ぶか

を明確にし、単なる知識の習得にとどまらず、教科横断的に学び、それを生きて働く知識・

技能として活用することである。特に特別支援学校では、どう教えるかだけでなく、どう活

用させるか、どこで活用させるかの視点をもって教育課程を編成することがポイントであ

る。 
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限られた授業時間数の中で、何を目標にし、どこで何を扱い、それをどう活用させてどん

な力がついたのかをどう評価するか、複数の教科等がどう関連するのか、それをどのくらい

の時間でどう配列するかを組み立てていくカリキュラム・マネジメントを推進するために、

学校の教育活動再開に向けて、学習指導要領改訂の経緯及び基本方針（解説総則編幼稚部・

小学部・中学部、解説総則編高等部ともに２ページ以降）を校内で共有し、学校全体で取り

組むこと。 

ここでは、学習指導要領解説 199 ページに示されているカリキュラム・マネジメントの手

順例に合わせて留意点を(ア )～(キ )に示す。 

(ア )教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にする。 

〇各学校の教育課程は PDCA サイクルで改善され、今年度についてもすでに編成され、実施

される予定であった。しかし、年度当初の国における緊急事態宣言に伴う県立学校の臨時

休業に伴い、教育課程の再編成が必要である。 

〇教職員においても在宅勤務や拡大時差出勤、特別休暇等で一堂に会して学校の基本方針

を共有することは難しい状況であるが、全教職員が共通理解をもつために、配信等の工夫

を講じ、基本的な考え方の共有化を図ること。 

(イ)教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める。 

〇児童・生徒等の家庭学習の充実や学校の教育活動再開に向けての準備が必要である。会議

の持ち方、役割分担、作業日程等、例年通りの枠組みでは進められない状況を理解した上

で、各学校の実情に合わせて、教育課程の再編成に取り組むこと。 

(ウ)教育課程の編成のための事前の研究や調査をする。 

〇臨時休業に伴い授業時数が減少している中、学びの充実に向けての情報収集は欠かせな

い。最近、注目される ICT 機器等を使った遠隔教育であるが、単に使えばよい、のでは

なく、どの目標の達成に向けてどのように使えばよいか、様々な実践事例を調査、研究す

ること。 

〇特に、特別支援学校での効果的な実践例は多くないので、県立特別支援学校間で共有する 

しくみを構築することも一助となる。 

(エ)学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項を定める。 

〇授業時間数の減少に対して、２文科初第 222 号令和２年５月１日「新型コロナウイルス感

染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について」、「（８）長期休業期

間中及び土曜日における登校日の設定等について」には、例として「学校行事の精選」が

示されている。また、「（２）各教科等の指導における感染症対策について」の中でも「運

動会や文化祭、学習発表会、修学旅行など児童生徒が密集して長時間活動する行事」につ

いては、「感染症対策を講じてもなお感染の可能性が高い学習活動については行わないこ

と」とされている。なお、その際、「指導順序の変更や、教師による適切な事前・事後指

導と家庭における学習の組合せによる指導計画の立案など、各教科等の指導計画の見直

しを検討し、必要な措置を講じること」と示されている。 
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すなわち、 

（a） 時間数が減少したので例年通りにはできない。ではどうすればできるか。 

（b） 縮小版での実施を考えた場合、感染防止対策はとれるか。 

（c）（a）(b)が困難な場合、達成しようと設定した目標はどこで達成できるか。 

(d) （a）(b)が困難で、別場面で目標を達成することができると判断したのち、その行事

の中止を決定する。 

以上のような流れを想定し、教育課程の再編成について、基本となる考え方、判断の基

準を共有していくこと。 

(オ)教育課程を編成する。 

〇県教育委員会特別支援教育課より平成 31 年３月「神奈川県立特別支援学校幼稚部・小学部・

中学部 教育課程編成の手引き」を示している。教育要領及び学習指導要領に基づき、各学

校の教育課程編成に役立てること。 

〇新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業については、いくつかの特別措置等の例外規定

が設けられている。例えば、遠隔教育については、高等学校及び特別支援学校高等部と、小・

中学校及び特別支援学校小学部中学部とは規定が違う。また、病気療養中の児童・生徒等と

他の児童・生徒等でも規定に違いがある。本来の規定を踏まえた上で、何が例外なのか、で

きることとできないことを確認した上で、教育課程の編成をすること。 

(カ)教育課程を実施する。 

〇現段階では、授業として実施できないので、一部を家庭学習として設定する。実技や実験は

各学校の教育活動再開後に行う。家庭学習は個別指導計画に基づき実施されることから、評

価の対象とするが、保護者等の協力を評価することにならないよう、提示する際に十分意図

を伝えること。 

(キ )教育課程を評価し改善する。 

〇今回の臨時休業に伴い、家庭学習も含めてそれまでの取組みを整理し、課題を共有し、再編

成・実施した教育課程を評価・改善すること。 

 

②年間指導計画の再編成における内容の精選 

当初計画していた年間指導計画を、授業時間数を減らして再編成するには、時間軸と学 

習量の相関を図る必要がある。教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力の３つの柱は

変わらないし、各教科等の目標も変わらないが、授業時間数を減じた中で、目標を達成する

ための内容の精選が必要である。その一つの方法として、学ぶ内容を家庭学習として実施可

能な形で提供することも考えられる。 

年間指導計画を再編成するにあたっての留意点は次のとおりである。 

〇想定される授業時間数の中で、目標を達成するために必要な指導内容を精選すること。 

  精選のポイントは、その後の活動や各教科等の内容に関連するものを優先することであ

る。例えば、「算数科」において、「前後、左右、上下」の概念を身に付けていなければ「Ｂ
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図形」の小学部３段階の学習に影響する。中学部２段階の「小数及び分数」の概念がなけれ

ば、中学部「理科」の実験にも影響する。このように教科内、教科等間の関連も踏まえて優

先順位をつけ、年度内に習得できるよう時間配分を行う。その上で、より指導内容を厳選し、

集団または個別の学び方を検討する。教科等間の関連については、特別支援学校学習指導要

領解説の巻末にある「目標・内容の一覧」を活用すること。 

〇指導内容の重複を教科横断的に確認すること。 

学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）の 26 ページには、知的障害のある児童・

生徒等の学習上の特性を「学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活

の場面の中で生かすことが難しいことが挙げられる。そのため、実際の生活場面に即しなが

ら、繰り返して学習することにより、必要な知識や技能等を身に付けられるようにする継続

的、段階的な指導が重要となる。」と示している。したがって、授業時間数は減少している

が、知的障害のある児童・生徒等にとって、繰り返し学習することは必要であり、教科等横

断的に取り組ませ、実際に使ってみる場面を設定すること。 

 

③臨時休業中の家庭学習の充実 

従来の家庭学習（いわゆる宿題）は、学んだことの復習に重点が置かれ、習得するための

手段として活用することが多い。一方、今回の新型コロナウイルス感染症対策のための臨時

休業時の家庭学習は、復習に加え、学校再開以降の学習につながる予習的な役割も担ってい

くことが想定される。未学習の内容を家庭で行うことは困難であるが、既習事項を併せるこ

とで、家庭で実施可能となるような内容を検討し、保護者等へ説明し、協力いただけるよう

依頼することが大切である。 

臨時休業中の家庭学習における留意点は次のとおりである。 

○臨時休業中の学習指導に当たっては、児童・生徒等が自宅等にいる状況であっても、規則

正しい生活習慣を身に付け、学習を継続することができるように指導・支援する。そのた

めには、保護者の協力が重要であることから、十分な説明を行うこと。 
例えば、13 ページの資料は、家庭学習と関連を図った高等部知的障害教育部門の「保健

体育科」の年間指導計画である。当初、１学期に計画していた保健の内容については、感

染症予防のための正しい手洗い等の方法を、臨時休業中の家庭学習として提供した。また、

２学期に計画していた体育理論の内容については、学校再開後の球技や関連行事を見込ん

で、ネット型ゲーム（バレー）のルールやマナーの内容を、臨時休業中の家庭学習の課題

として提供した。よって、学校再開を見込んで再構成した年間指導計画の２学期は、体つ

くり運動及び球技で構成することとし、学年レクや体育祭といった関連行事の目標や内容

と関連させている。 
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○学校の教育活動再開後も見据え、児童・生徒等と学校の関係を維持できるよう、定期的な連

絡や相談に応じるなど、必要な措置をとること。 

○規則正しい生活習慣や学習習慣の確立に向けて、各児童・生徒等の実態や、各家庭の状況に

応じ、G suite for Education 等のクラウドサービスや電話連絡による対応を行うこと。 

○児童・生徒等一人ひとりの学習の成立を促し、学校全体の教育活動の質の向上を図るため

に、教師が児童・生徒等の学習の成果を的確に捉え、指導の改善を図ることが重要である。

また、児童・生徒等が自らの学習を振り返り、次の学びに向かうことができるようにするた

めにも、学習評価の果たす役割は重要であり、児童・生徒等が自ら振り返ることできる評価

の観点を示し、その後、教師とともに確認してフィードバックすること。 

〇実験・実習など、家庭学習で実施することが難しい内容については、学校の教育活動再開後

に扱うこととするなど、指導計画の変更を行うこと。 

〇家庭学習で扱った内容と、学校の教育活動再開後の授業で扱う予定の内容とを関連付けな

がら、評価の観点を明確にすること。 

〇家庭で実施する場合の安全対策を講じて提示すること。 

 

④各教科等との関連を図り再構築した単元計画 

特別支援学校の児童・生徒等にとって、特別活動は普段学んだことを実際に使う場面であ

ったり、日常的には経験し難い場面での活動であったり、これまで学んできたことを総動員

して力を発揮したりする活動であることから、ここでは、特別活動の例を取り上げる。 

授業時間数の減少＝行事の精選、と考える前に、各学校の児童・生徒等にとっての特別活

動がどのような位置づけになっているか、今一度、各学校内で再確認し、その上で削減する

のか、削減するのであれば、どの教科等に替えて目標を達成させるのか、検討が必要である。 

例えば、15 ページの資料は、教育課程編成に際し、特別活動の学校行事の目標や内容と

各教科等との関連を図るために全体像を示している。単発になりやすい行事等の取り組み

であるが、各教科等との関連を考えれば単元計画が大切であり、その事例も載せている。 

毎時間の授業案も大切であるが、1 コマの授業で目標達成を目指すのではなく、単元を通し

てはぐくむ視点を持ち、単元計画を立てる必要がある。必要に応じて各教科等を合わせて指

導を行う場合は、効果的な指導方法を工夫し、各教科等において育成を目指す資質・能力を

明らかにし、各教科等の内容の関連を十分に図るよう配慮することが大切である。 

特別活動における各教科等との関連を図り再編成する場合の留意点は次の通りである。 

〇学部としての特別活動の目標を明確にし、それを達成するための単元を精選する。その際、

目標を達成するための活動が設定できるか（時間的、空間的、人員的等、各学校で要素を

分析する）、各教科等の年間指導計画との関連が図れるか等を俯瞰し、単元設定をするこ

と。 

例えば、17 ページの資料は、特別活動の学校行事の目標を達成するために、運動会や

体育祭などの「健康安全・体育的行事」の内容をもとに、単元を精選している。精選のポ
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イントとしては、保健体育科の中で、目標を達成するための学習内容を設定し、他の国語

科や数学科などの各教科等との関連を図り、単元を再構成したことである。 

〇学校が始まったらこんなことができる、そのために今、これに取り組むという目的意識 

と意欲を引き出すような家庭学習を設定し、視覚化して示すこと。 

例えば、19ページの資料は、現場実習や職業体験など「勤労生産・奉仕的行事」の内容

をもとに、単元を精選している。精選のポイントとしては、職業の中で、実習のスケジュ

ールや面接の事前学習などの学習内容を、各教科等との関連を図ったうえで設定している

ことである。生徒自身が、「学校が始まったら実習に向けて自ら取り組みたい」という意

欲につながるよう、家庭における Web 会議システム等を使った教員との面接の事前学習

を設定するなど、家庭学習の内容を視覚化して提供することも想定できる。 
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『
文
化

祭
・
学
習
発

表
会
』
の
目

標
や
内
容
と
の
関
連

単
元

ね
ら

い
学

習
内

容
各

教
科

等
と

の
関

連
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

１

身
の

回
り

の
物

の
造

形
的

な
色

の
美

し
さ

に
気

づ
き

表
現

す
る

【
素

材
探

し
】

・
校

舎
内

や
校

庭
（

近
隣

の
公

園
）

を
散

策
し

て
好

き
な

も
の

を
探

す
・

対
象

物
の

色
を

プ
リ

ン
ト

や
対

話
の

中
か

ら
引

き
出

せ
る

よ
う

に
す

る

【
家

庭
学

習
】

「
い

え
の

な
か

で
見

つ
け

た
○

○
色

」
【

理
科

】
「

い
ろ

い
ろ

は
な

は
っ

ぱ
（

み
の

ま
わ

り
の

植
物

）
」

【
国

語
】

「
い

ろ
い

ろ
い

ろ
（

色
の

名
称

）
（

物
の

名
前

）
」

〇
身

の
回

り
の

物
の

中
か

ら
、

好
き

な
物

や
色

を
選

び
、

表
出

で
き

た
か

（
主

）
（

思
・

判
・

表
）

２

表
現

し
た

い
色

の
絵

具
や

ク
レ

ヨ
ン

を
選

び
着

色
し

た
り

描
画

し
た

り
で

き
る

【
制

作
】

・
前

時
で

選
ん

だ
好

き
な

も
の

を
絵

で
表

現
す

る
。

描
写

に
支

援
が

必
要

な
生

徒
に

は
教

員
が

塗
り

絵
を

用
意

す
る

【
国

語
】

「
色

が
た

く
さ

ん
♪

（
色

の
名

前
と

カ
ー

ド
の

マ
ッ

チ
ン

グ
）

」
【

音
楽

】
「

ど
ん

な
い

ろ
が

す
き

（
歌

唱
）

」
※

歌
唱

を
録

音
し

て
次

時
の

図
画

工
作

で
撮

影
し

た
映

像
と

合
わ

せ
て

編
集

し
、

他
学

年
へ

の
発

表
の

際
に

活
用

す
る

〇
用

具
を

適
切

に
、

安
全

に
扱

う
こ

と
が

で
き

た
か

（
知

・
技

）
（

思
・

判
・

表
）

○
モ

デ
ル

に
近

い
色

を
選

び
制

作
に

活
用

で
き

た
か

（
知

・
技

）
（

思
・

判
・

表
）

３

作
品

紹
介

の
発

表
と

鑑
賞

の
中

で
他

者
の

作
品

の
よ

さ
に

気
づ

き
、

評
価

を
受

け
る

こ
と

で
達

成
感

を
感

じ
、

次
の

創
作

意
欲

へ
つ

な
げ

る

【
発

表
・

鑑
賞

】
・

作
品

紹
介

（
モ

デ
ル

、
色

、
理

由
な

ど
）

・
発

表
の

様
子

を
iP

a
d

な
ど

で
撮

影
し

、
ま

と
め

て
鑑

賞
で

き
る

よ
う

に
す

る

【
国

語
】

「
わ

た
し

の
描

い
た

絵
①

（
文

章
表

現
）

」
「

わ
た

し
の

描
い

た
絵

②
（

発
表

練
習

）
」

※
作

品
紹

介
の

文
章

は
、

本
時

ま
で

に
国

語
の

時
間

に
作

成
し

て
お

く

〇
用

意
し

た
文

章
を

読
ん

で
、

自
分

の
作

品
の

良
さ

を
表

出
で

き
た

か
（

主
）

（
思

・
判

・
表

）
〇

他
者

の
作

品
の

良
い

と
こ

ろ
に

気
づ

い
た

り
、

そ
の

こ
と

を
表

出
で

き
た

か
（

主
）

（
思

・
判

・
表

）

１
教

科
名

・
単

元
名

図
画

工
作

「
わ

た
し

の
す

き
な

色
」

（
小

学
部

１
～

３
段

階
）

２
単

元
目

標
身

の
ま

わ
り

に
あ

る
色

の
美

し
さ

に
気

づ
き

、
表

現
し

、
学

習
活

動
の

成
果

を
発

表
し

あ
う

。

各
教

科
等

と
の
関

連
を
図

り
再

構
築

し
た
単

元
計

画
例
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単
元

ね
ら

い
学

習
内

容
各

教
科

等
と

の
関

連
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

１

ネ
ッ

ト
型

ゲ
ー

ム
の

初
歩

的
な

運
動

技
能

を
す

る
こ

と
や

、
体

力
、

技
能

を
高

め
る

【
い

ろ
い

ろ
な

素
材

の
ボ

ー
ル

に
な

れ
る

】
（

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

・
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
な

ど
）

・
さ

わ
っ

て
、

た
た

い
て

、
動

か
し

て
・

こ
ろ

が
し

ト
ス

・
ネ

ー
ム

パ
ス

（
名

前
を

呼
ん

で
手

渡
す

）

【
家

庭
学

習
】

「
家

で
さ

わ
ろ

う
・

家
族

と
ボ

ー
ル

転
が

し
、

感
触

に
慣

れ
る

」
【

日
常

生
活

の
指

導
】

「
友

達
に

名
前

を
呼

ば
れ

た
ら

反
応

で
き

る
よ

う
に

し
よ

う
」

【
家

庭
学

習
】

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
の

ル
ー

ル
動

画
観

賞
」

○
い

ろ
い

ろ
な

感
触

の
ボ

ー
ル

を
さ

わ
る

こ
と

が
で

き
た

か （
知

・
技

）
○

相
手

の
呼

び
か

け
に

応
じ

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
思

・
判

・
表

）
○

ル
ー

ル
が

わ
か

っ
た

り
理

解
で

き
た

り
し

た
か

（
知

・
技

）

２

き
ま

り
や

ネ
ッ

ト
型

ゲ
ー

ム
の

ル
ー

ル
を

守
り

、
進

ん
で

運
動

す
る

【
仲

間
と

ボ
ー

ル
の

受
渡

し
を

し
よ

う
】

・
ネ

ー
ム

パ
ス

（
名

前
を

呼
ん

で
投

げ
渡

す
パ

ス
）

・
ボ

ー
ル

発
射

w
it
h

フ
レ

ン
ド

・
イ

メ
ー

ジ
移

動
ゲ

ー
ム

・
ノ

ー
バ

ン
キ

ャ
ッ

チ
ゲ

ー
ム

【
家

庭
学

習
】

「
家

で
わ

た
そ

う
・

家
族

か
ら

名
前

を
呼

ん
で

も
ら

っ
て

ボ
ー

ル
を

受
取

る
」

【
日

常
生

活
の

指
導

】
「

友
達

の
名

前
を

呼
ん

で
振

り
向

い
た

ら
渡

そ
う

」
【

国
語

・
数

学
・

体
つ

く
り

運
動

】
「

『
は

や
く

』
『

ゆ
っ

く
り

』
の

時
間

感
覚

を
身

に
つ

け
よ

う
」

【
国

・
数

、
体

つ
く

り
運

動
】

「
定

ま
っ

た
空

間
の

中
で

、
前

後
左

右
上

下
に

移
動

し
よ

う
」

○
い

ろ
い

ろ
な

人
の

呼
び

か
け

に
応

じ
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

主
）

○
相

手
に

伝
わ

る
呼

び
か

け
や

、
対

応
で

き
た

か
（

思
・

判
・

表
）

○
抽

象
的

な
言

葉
を

理
解

し
、

体
を

使
っ

て
表

現
で

き
た

か
（

思
・

判
・

表
）

３

友
達

と
協

力
し

て
進

ん
で

運
動

す
る

【
ひ

ろ
う

、
つ

な
ぐ

、
打

つ
の

役
割

を
果

た
し

て
ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

】
・

チ
ー

ム
で

返
そ

う
バ

レ
ー

・
３

回
で

返
そ

う
バ

レ
ー

【
家

庭
学

習
】

「
家

で
お

ど
ろ

う
・

ペ
ア

で
ボ

ー
ル

を
パ

ス
パ

ス
ダ

ン
ス

」
【

日
常

生
活

の
指

導
】

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

仲
間

の
動

き
や

声
か

け
に

動
き

を
合

わ
せ

よ
う

」
【

昼
休

み
】

【
学

年
レ

ク
】

「
余

暇
を

つ
か

っ
て

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
」

○
い

ろ
い

ろ
な

人
の

呼
び

か
け

に
応

じ
て

目
的

を
持

っ
た

動
き

が
で

き
た

か
（

主
）

○
自

分
の

役
割

を
自

覚
し

て
、

友
達

と
協

力
し

て
運

動
に

取
り

組
ん

だ
か

（
主

）

１
教

科
名

・
単

元
名

保
健

体
育

・
「

球
技

」
ネ

ッ
ト

型
ゲ

ー
ム

（
中

学
部

１
～

２
段

階
）

２
単

元
目

標
き

ま
り

や
ル

ー
ル

を
守

り
、

友
達

と
協

力
し

て
安

全
に

運
動

す
る

こ
と

を
と

お
し

て
、

進
ん

で
運

動
を

す
る

『
運

動
会

・
体

育
祭
』
の
目

標
や
内
容

と
の
関

連
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単
元

ね
ら

い
学

習
内

容
各

教
科

等
と

の
関

連
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

１

季
節

の
植

物
・

生
き

物
を

調
べ

た
り

見
た

り
し

て
、

関
心

を
持

つ 近
く

の
公

園
・

広
場

を
調

べ
る

【
行

動
計

画
を

立
て

よ
う

】
・

地
図

や
グ

ー
グ

ル
ス

ト
リ

ー
ト

ビ
ュ

ー
を

見
て

、
現

在
地

の
確

認
、

近
く

の
公

園
や

広
場

を
知

る
・

図
鑑

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
映

像
を

見
て

、
今

の
時

期
に

生
息

し
て

い
る

生
き

物
や

植
物

を
調

べ
る

、
知

る

【
家

庭
学

習
】

「
家

で
調

べ
よ

う
」

・
季

節
の

植
物

・
生

き
物

に
つ

い
て

調
べ

る
・

近
く

の
公

園
や

広
場

へ
の

行
き

方
・

時
間

を
調

べ
る

【
数

学
】

「
行

く
ま

で
の

時
間

を
調

べ
よ

う
」

【
社

会
】

「
交

通
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

の
確

認
」

〇
手

が
か

り
を

も
と

に
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
知

・
技

）
〇

友
達

と
協

力
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
か

（
主

）

２

集
団

行
動

の
中

で
、

き
ま

り
と

公
衆

道
徳

を
身

に
つ

け
る

事
前

に
調

べ
た

も
の

を
友

達
と

協
力

し
て

見
つ

け
る

【
計

画
を

実
行

し
よ

う
】

・
計

画
時

に
調

べ
た

り
見

た
り

し
た

生
き

物
・

植
物

を
探

す
・

ス
ケ

ッ
チ

、
写

真
撮

影
、

お
花

摘
み

・
チ

ェ
ッ

ク
表

に
記

載
・

時
間

の
確

認

【
図

画
工

作
】

【
家

庭
学

習
】

「
見

つ
け

た
物

を
ス

ケ
ッ

チ
、

写
真

に
撮

ろ
う

」
【

数
学

】
【

保
健

体
育

】
【

遊
び

の
指

導
】

「
生

き
物

、
植

物
探

し
」

・
ど

ん
ぐ

り
い

く
つ

見
つ

け
た

か
な

【
数

学
】

「
計

画
通

り
の

行
動

、
時

間
を

見
て

行
動

」
【

保
健

体
育

】
【

日
常

生
活

の
指

導
】

「
並

ん
で

歩
こ

う
」

「
す

れ
違

う
人

と
の

あ
い

さ
つ

」

〇
計

画
に

沿
っ

て
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
思

・
判

・
表

）
〇

ル
ー

ル
を

守
っ

て
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
主

）
（

思
・

判
・

表
）

〇
友

達
と

協
力

し
て

探
す

こ
と

が
で

き
た

か
（

主
）

３

友
達

と
協

力
し

て
ま

と
め

る
、

発
表

を
す

る

【
発

表
を

し
よ

う
】

・
用

紙
に

ま
と

め
る

・
写

真
や

ス
ケ

ッ
チ

、
拾

っ
た

も
の

を
を

貼
る

【
家

庭
学

習
】

「
ノ

ー
ト

に
ま

と
め

よ
う

」
【

国
語

】
「

分
担

を
し

て
発

表
を

し
よ

う
」

【
図

画
工

作
】

【
理

科
】

「
押

し
花

づ
く

り
を

し
よ

う
」

〇
調

べ
た

も
の

を
ま

と
め

て
、

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
た

か （
思

・
判

・
表

）

１
教

科
名

・
単

元
名

理
科

季
節

を
感

じ
よ

う
（

中
学

部
１

～
２

段
階

）

２
単

元
目

標
友

達
と

協
力

し
て

計
画

・
行

動
を

し
た

り
、

自
然

と
の

か
か

わ
り

を
広

げ
た

り
す

る

『
遠
足

・
学
習

発
表

』
の
目

標
や
内
容

と
の
関

連
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単
元

ね
ら

い
学

習
内

容
各

教
科

等
と

の
関

連
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

１

事
前

学
習

に
お

い
て

、
自

己
の

目
標

を
設

定
し

た
り

、
実

習
先

の
事

前
面

接
の

見
通

し
を

持
っ

た
り

す
る

【
現

場
実

習
に

行
く

前
の

事
前

面
接

の
準

備
を

し
よ

う
】

・
現

場
実

習
の

目
標

・
実

習
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

・
面

接
の

事
前

学
習

・
面

接
前

日
の

準
備

・
面

接
事

後
学

習
・

現
場

実
習

に
つ

い
て

【
日

常
生

活
の

指
導

】
【

社
会

】
【

国
語

・
数

学
】

【
家

庭
学

習
】

「
働

く
こ

と
の

意
義

や
実

習
先

の
こ

と
に

つ
い

て
」

「
面

接
や

実
習

の
見

通
し

を
持

つ
」

「
面

接
の

態
度

や
聞

き
方

や
メ

モ
の

取
り

方
、

待
ち

合
わ

せ
」

「
通

勤
練

習
に

お
け

る
き

ま
り

や
マ

ナ
ー

」

○
働

く
こ

と
の

意
義

や
実

習
先

の
こ

と
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
知

・
技

）
○

面
接

や
実

習
の

見
通

し
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

か
（

思
・

判
・

表
）

○
面

接
の

態
度

や
聞

き
方

、
メ

モ
の

方
法

、
待

ち
合

わ
せ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

知
・

技
）

○
マ

ナ
ー

を
意

識
し

て
通

勤
練

習
が

で
き

た
か

（
知

・
技

）

２

現
場

実
習

を
通

し
て

、
職

業
生

活
を

理
解

し
、

実
践

的
な

態
度

や
技

能
を

養
う

【
現

場
実

習
に

行
こ

う
】

・
実

習
先

に
つ

い
て

・
通

勤
に

つ
い

て
・

実
習

初
日

に
つ

い
て

・
遅

刻
・

欠
席

の
連

絡
に

つ
い

て
・

実
習

中
の

健
康

・
安

全
管

理
・

実
習

中
の

安
全

に
つ

い
て

・
持

ち
物

に
つ

い
て

【
日

常
生

活
の

指
導

】
【

社
会

】
【

国
語

・
数

学
】

【
家

庭
学

習
】

「
実

習
先

の
紹

介
」

「
通

勤
や

通
勤

に
係

る
一

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
確

認
」

「
実

習
初

日
の

挨
拶

に
つ

い
て

」
「

報
告

・
連

絡
・

相
談

＜
遅

刻
欠

席
の

連
絡

＞
」

「
健

康
管

理
や

安
全

管
理

に
つ

い
て

」

○
実

習
先

の
こ

と
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

知
・

技
）

○
通

勤
や

通
勤

に
係

る
一

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
知

り
見

通
し

を
持

て
た

か
（

知
・

技
）

○
実

習
初

日
の

挨
拶

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

思
・

判
・

表
）

○
報

告
・

連
絡

・
相

談
の

方
法

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
か

（
知

・
技

）
（

主
）

○
健

康
管

理
や

安
全

管
理

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

知
・

技
）

（
主

）

３

現
場

実
習

で
振

り
返

っ
た

内
容

を
学

校
生

活
で

生
か

し
、

卒
業

後
の

進
路

を
考

え
る

【
現

場
実

習
を

振
り

返
り

、
自

己
理

解
を

深
め

学
校

生
活

を
よ

り
よ

い
生

活
に

つ
な

げ
よ

う
】

・
事

後
学

習
に

つ
い

て
・

お
礼

状
に

つ
い

て
・

学
校

生
活

に
生

か
す

【
日

常
生

活
の

指
導

】
【

社
会

】
【

国
語

・
数

学
】

【
家

庭
学

習
】

「
現

場
実

習
の

振
り

返
り

に
つ

い
て

」
「

現
場

実
習

の
仕

事
内

容
な

ど
整

理
し

て
お

礼
状

」
「

自
己

の
理

解
を

深
め

、
卒

業
後

の
よ

り
よ

い
生

活
に

つ
な

げ
る

た
め

の
目

標
設

定
」

○
現

場
実

習
の

振
り

返
り

が
で

き
た

か
（

知
・

技
）

（
思

・
判

・
表

）
○

現
場

実
習

の
仕

事
内

容
な

ど
を

整
理

し
、

礼
状

を
書

く
こ

と
が

で
き

た
か

（
思

・
判

・
表

）
（

知
・

技
）

○
自

己
理

解
を

深
め

卒
業

後
の

よ
り

よ
い

生
活

に
つ

な
げ

る
た

め
の

目
標

が
設

定
で

き
た

か
（

知
・

技
）

（
思

・
判

・
表

）

１
教

科
名

・
単

元
名

職
業

「
実

践
的

・
体

験
的

な
現

場
実

習
～

事
前

学
習

・
現

場
実

習
・

振
り

返
り

～
」

（
高

等
部

１
～

２
段

階
）

２
単

元
目

標
将

来
の

職
業

生
活

を
見

据
え

、
必

要
な

事
柄

を
見

い
だ

し
て

課
題

を
設

定
し

、
解

決
策

を
考

え
、

実
践

を
評

価
す

る

『
現
場
実

習
・
職

業
体

験
』
の
目
標

や
内
容

と
の
関

連
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（３）自立活動を主とした教育課程 

ア 臨時休業中の学習指導に関する基本的な考え方 

県立特別支援学校においては、令和２年４月 10 日付け文科初第 87 号文部科学省初等中

等教育局長通知「新型コロナウイルス感染症対策の臨時休業等に伴い学校に登校できない

児童生徒の学習指導について」を踏まえ、臨時休業中の家庭学習の充実を図ることとし、そ

の実施に当たっては、年間指導計画を踏まえながら適切な家庭学習を課し、教師の学習指導

や状況把握と組み合わせて可能な限り学習を支援する。また、学校の教育活動再開後は休業

中に学校が課した家庭学習の状況や成果を評価し、その後の学びにつなげることとする。 

なお、臨時休業中の学習指導に当たっては、次の点に留意すること。 

〇臨時休業中の学習指導に当たっては、児童・生徒等が自宅等にいる状況にあっても、規則正

しい生活習慣を身に付け、学習を継続するとともに、学校と児童・生徒等との関係を維持す

ることができるよう、必要な措置をとること。 

〇家庭学習の提供に当たっては、保護者の十分な理解と協力を得るように努めること。その 

際、個々に応じた姿勢の保持や補助具、支援機器等の活用に当たっての配慮や工夫について、

分かりやすく示すこと。 

〇課題の設定に当たっては、前年度作成した個別教育計画を参考にしつつ児童・生徒等にふさ

わしい内容や分量を考慮すること。また、自宅等での生活状況を把握した上で、その状況に

あった課題を設定する等、柔軟な対応を心掛けること。  

〇児童・生徒等の規則正しい生活及び学習習慣の維持のために、例えば、一日の学習のタイム

スケジュールや一週間の学習の見通しなどを併せて示すことで、可能な限り計画性をもっ

た家庭学習を促すこと。 

〇G Suite for Education などの ICT の活用により動画配信や課題提示を行う場合は、家庭に

おける機器の有無やネットワーク環境を把握し、保護者の理解と協力を得るように努める

こと。 

なお、令和２年度４月補正予算で措置した家庭における Wi-Fi 環境の整備（モバイルルー

ターの貸与）について、学校ごとに整った段階で、ICT を活用した学習指導を推進すること。

児童・生徒等の家庭の ICT 環境が整うまでの間は、ICT 環境の整わない家庭の児童・生徒等

が不利益を被ることがないよう、適切な配慮のもと実施すること。 

 

イ 教育課程を再編成する際の留意点 

各学校は、学校再開後を見通して、教育課程を再編成する際、臨時休業に伴う家庭学習

との関連を図ったカリキュラム・マネジメントを効果的に進めていく必要がある。 

①カリキュラム・マネジメントの視点による教育課程の再編成 

学習指導要領が目指しているのは、児童・生徒等の主体性を引き出しながら、何を学ぶか

を明確にし、単なる知識の習得にとどまらず、教科横断的に学び、それを生きて働く知識・

技能として活用することである。特に特別支援学校では、どう教えるかだけでなく、どう活



 

21 

用させるか、どこで活用させるかの視点をもって教育課程を編成することがポイントであ

る。 

限られた授業時間数の中で、何を目標にし、どこで何を扱い、それをどう活用させてどん

な力がついたのかをどう評価するか、複数の教科等がどう関連するのか、それをどのくらい

の時間でどう配列するかを組み立てていく「カリキュラム・マネジメント」を推進するため

に、学校の教育活動再開に向けて、学習指導要領改訂の経緯及び基本方針（解説総則編幼稚

部・小学部・中学部、解説総則編高等部ともに２ページ以降）を校内で共有し、学校全体で

取り組むこと。 

ここでは、学習指導要領解説 199 ページに示されているカリキュラム・マネジメントの手

順例に合わせて留意点を(ア)～(キ)に示す。 

(ア )教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にする。 

〇教職員においても在宅勤務や拡大時差出勤、特別休暇等で一堂に会して学校の基本方針を

共有することは難しい状況であるが、全教職員が共通理解をもつために、配信等の工夫を講

じ、基本的な考え方の共有化を図ること。 

(イ)教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める。 

〇児童・生徒等の家庭学習の充実や学校の教育活動再開に向けての準備が必要である。会議 

の持ち方、役割分担、作業日程等、例年通りの枠組みでは進められない状況を理解した上で、

各学校の実情に合わせて、教育課程の再編成に取り組むこと。 

(ウ)教育課程の編成のための事前の研究や調査をする。 

〇臨時休業に伴い授業時数が減少している中、学びの充実に向けての情報収集は欠かせない。

どの目標の達成に向けてどのような教材・教具を使えばよいか、最近、注目される入力支援

機器等を使った事例など、様々な実践事例を調査、研究すること。 

(エ)学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項を定める。 

〇授業時間数の減少に対して、２文科初第 222 号令 和２年５月１日「新型コロナウイルス

感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫について」、「（８）長期休業期

間中及び土曜日における登校日の設定等について」には、例として「学校行事の精選」が示

されている。また、「（２）各教科等の指導における感染症対策について」の中でも「運動会

や文化祭、学習発表会、修学旅行など児童生徒が密集して長時間活動する行事」について

は、「感染症対策を講じてもなお感染の可能性が高い学習活動については行わないこと」と

されている。なお、その際、「指導順序の変更や、教師による適切な事前・事後指導と家庭

における学習の組合せによる指導計画の立案など、各教科等の指導計画の見直しを検討し、

必要な措置を講じること」と示されている。 

  すなわち 

（a） 時間数が減少したので例年通りにはできない。ではどうすればできるか。 

（b） 縮小版での実施を考えた場合、感染防止対策はとれるか。 

（c）（a）(b)が困難な場合、達成しようと設定した目標はどこで達成できるか。 
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(d) （a）(b)が困難で、別場面で目標を達成することができると判断したのち、その行事

の中止を決定する。 

以上のような流れを想定し、教育課程の再編成について、基本となる考え方、判断の基

準を共有していくこと。 

(オ)教育課程を編成する。 

〇県教育委員会特別支援教育課より平成 31 年３月「神奈川県立特別支援学校幼稚部・小学部・

中学部 教育課程編成の手引き」を示している。教育要領及び学習指導要領に基づき、関係

法令も示すなど、各学校の教育課程編成に役立てること。 

〇教育課程の編成について検討を行う際は学習指導要領の「重複障害等に関する教育課程の

取扱い」を参考にし、最初から既存の教育課程の枠組みに当てはめて考えるのではなく、個

児童・生徒等一人ひとりの障がいの状況等を考慮すること。 

〇自立活動を主とした教育課程においても、各教科等のそれぞれの目標及び内容を踏まえる

こと。 

(カ)教育課程を実施する。 

〇現段階では、一部を家庭学習と設定する。家庭学習は個別指導計画に基づき実施されること

から、評価の対象とするが、保護者等の協力を評価することにならないよう、提示するとき

に十分意図を伝えること。 

(キ)教育課程を評価し改善する。 

〇今回の臨時休業に伴い、家庭学習も含めてそれまでの取組みを整理し、課題を共有し、再編

成・実施した教育課程を評価・改善すること。 

 

②年間指導計画の再編成における内容の精選 

         当初計画していた年間指導計画を、授業時間数を減らして再編成するには、時間軸と学

習量の相関を図る必要がある。 
         年間指導計画を再編成するに当たっての留意点は次のとおりである。 

〇想定される授業時間数の中で、目標を達成するために必要な指導内容を精選すること。 
         精選のポイントとしては、実態把握から具体的な指導内容を設定する際、他教科等との

関連を意識すること。例えば、小学部１段階の音楽科「B 鑑賞ア(ｲ)聴こえてくる音や音楽

に気付くこと」と、自立活動の「５身体の動き(1)姿勢と運動・動作の基本的技能に関する

こと」を関連付けて、音楽を流し、音源の方向へ体を向けるように促す課題を通して、基本

的な動きの指導から複雑な動きへ、また目的を持った動きへ近づくように指導する。また、

その場で音楽に合わせて読み聞かせをすることで、小学部１段階の国語科「A 聞くこと・話

すこと ア教師の話や読み聞かせに応じ、音声を模倣したり、表情や身振り、簡単な話し言

葉などで表現したりすること」も関連させ、教師の読み聞かせを手掛かりに「聞くこと」と

「身振りで応答すること」を指導することもできる。児童・生徒等一人ひとりの目標と各教

科等に示された目標を達成するために、さまざまな視点をもって限られた授業時数の中で
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活動内容を設定し、指導すること。 
 

③臨時休業中の家庭学習の充実 

臨時休業中の家庭学習における留意点は次のとおりである。 

〇家庭学習については、既習事項と併せて、家庭で実施可能な内容を検討し、保護者等へ説

明し、協力いただけるよう依頼することが大切である。 

○臨時休業中の学習指導に当たっては、児童・生徒等が自宅等にいる状況であっても、規則

正しい生活習慣を身に付け、学習を継続することができるように指導・支援する。そのた

めには、保護者の協力が重要であることから、十分な説明を行うこと。 
    

④各教科等との関連を図り再構築した単元計画 

25 ページの資料には、各教科等との関連を図り再構築した「自立活動」の例を示してい

る。学校の教育活動全体を通じて行う自立活動の指導については、自立活動の時間における

指導と各教科等の指導との密接な関連を保つことが必要である。この事例は自立活動の時

間における単元計画であり、「人とのかかわり」に関する学習上又は生活上の困難を、児童・

生徒等が主体的に改善・克服するために、各教科等との関連を踏まえて計画している。単元

目標は「人間関係の形成」や「コミュニケーション」の観点から「他者からの働きかけを受

け止め、それに応じる」こと、「身体の動き」として「安定した姿勢を保ち活動に取り組も

うとする」こととしている。授業の中で音楽科の打楽器遊びや図画工作科の制作の中で自立

活動の目標や内容を関連させている。 
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４ 家庭学習における ICT の活用に関する留意点 

（１）G Suite for Education などの ICT の活用 

平成 29 年３月以降に公示された学習指導要領（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）

では、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤と

なる資質・能力を育成していくことが示されている。 

特に、各教科等における ICT 活用については、興味・関心に応じた学習だけでなく、一人ひ 

とりの実態に合わせた学習などにおいて、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報

手段を活用することが規定されている。ICT の活用に関する留意点は以下の通りである。 

〇児童・生徒等に家庭学習を課す際や学習状況の把握を行う際には、ICT を最大限活用して遠

隔で対応することが極めて効果的であることを踏まえ、セキュリティ・ポリシーに留意しな

がら、家庭のパソコンやタブレット、スマートフォン等の活用、学校の端末の貸与などを含

め、ICT 環境の積極的な活用に向け、工夫をすること。 

〇ICT を活用した家庭学習を課すに当たっては、各家庭における端末の保持や通信環境の状 

況について十分配慮することが重要であり、各学校で可能な限りその状況を把握すること。 

〇ICT を活用した家庭学習を課すに当たっては、個人情報や著作権の保護、有害情報へのアク

セス防止など、必要な指導を行うとともに、その活用状況について可能な範囲で把握するこ

と。 

〇ICT の活用について保護者にも十分な説明を行うこと。 

  ＊なお、ICT を活用した遠隔での指導等を行う際の著作物利用に係る著作権の取扱いについて

は、平成 30 年著作権法改正による「授業目的公衆送信補償金制度」が令和２年４月 28 日

に施行となり、著作権者の許諾を得ることなく円滑な著作物利用が可能となることに留意

すること。 

   

（２）学習支援コンテンツの活用時の留意点 

  臨時休業期間中に児童・生徒等が授業を十分に受けることができないことによって、学習に

著しい遅れが生じることのないよう、学校や児童・生徒等の実態等に応じオンライン教材等を

活用した学習などの適切な家庭学習を課す等、必要な措置を講じる必要がある。 

〇27 ページ～30ページの資料には、家庭学習に役立つ主なコンテンツや、参考資料を掲載し 

ているため教育課程と関連を図り適切に活用すること。 
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ロ

ジ
ェ

ク
ト

h
tt

p
:/

/
d

ro
p
le

t.
d

d
o
.jp

/
生

活
自

立
活

動
教

材
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

『
ド

ロ
ッ

プ
ト

ー
ク

』
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ン
ボ

ル
の

『
ド

ロ
ッ

プ
シ

ン
ボ

ル
』

を
開

発
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
の

H
P

。

こ
ど

も
の

習
い

事
と

家
庭

学
習

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
id

s
-p

o
in

ts
.c

o
m

/
d
ri
ll/

in
d

e
x
.h

tm
l#

k
o
k
o

国
語

算
数

プ
リ

ン
ト

文
字

や
数

字
の

な
ぞ

り
書

き
か

ら
、

簡
単

な
足

し
算

・
引

き
算

な
ど

の
学

習
プ

リ
ン

ト
が

公
開

さ
れ

て
い

る
。

福
娘

童
話

集
h

tt
p

:/
/
h

u
k
u

m
u

s
u

m
e
.c

o
m

/
d

o
u

w
a
/i

n
d

e
x
.h

tm
l

国
語

動
画

音
声

教
材

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

昔
話

や
童

話
を

5
0

0
0

 話
近

く
公

開
し

て
い

る
。

動
画

や
音

声
フ

ァ
イ

ル
も

一
部

公
開

し
て

い
る

。

青
空

文
庫

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.a
o
z
o
ra

.g
r.
jp

/
国

語
教

材
情

報
誰

に
で

も
ア

ク
セ

ス
で

き
る

自
由

な
電

子
本

を
、

図
書

館
の

よ
う

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

集
て

い
る

H
P

。
著

作
権

の
消

滅
し

た
作

品
と

、
「

自
由

に
読

ん
で

も
ら

っ
て

か
ま

わ
な

い
」

と
さ

れ
た

も
の

を
、

テ
キ

ス
ト

と
Ｘ

Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ

（
一

部
は

Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ

）
形

式
に

電
子

化
し

た
上

で
揃

え
て

い
る

。

家
庭
学

習
に
役
立

つ
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
②
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家
庭

学
習

に
役

立
つ
主

な
サ
イ
ト
名

教
科

等
コ
ン
テ
ン
ツ

内
容

ち
び

む
す

ド
リ

ル
h

tt
p

s
:/

/h
a
p

p
yl

ila
c
.n

e
t/

全
科

プ
リ

ン
ト

子
供

の
教

育
に

役
立

つ
知

育
学

習
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

サ
イ

ト
。

幼
〜

中
学

ま
で

の
幅

広
い

教
科

の
プ

リ
ン

ト
が

公
開

さ
れ

て
い

る
。

L
e
e
 の

教
材

館
h

tt
p

s
:/

/l
e
e
o
b

a
s
a
n

.s
a
k
u

ra
.n

e
.jp

/
全

科
プ

リ
ン

ト
小

学
生

や
特

別
支

援
学

校
の

み
な

さ
ん

む
け

の
国

語
、

算
数

・
数

学
、

社
会

、
え

い
ご

・
ロ

ー
マ

字
な

ど
の

プ
リ

ン
ト

や
ク

イ
ズ

な
ど

が
公

開
さ

れ
て

い
る

。

ド
リ

ル
・

出
木

杉
く

ん
h

tt
p

:/
/d

o
ri
lu

.n
e
t/

全
科

プ
リ

ン
ト

算
数

や
国

語
の

練
習

問
題

（
ド

リ
ル

）
を

自
動

で
作

成
す

る
た

め
の

サ
イ

ト
。

保
護

者
や

教
員

が
児

童
生

徒
に

出
題

す
る

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。

学
力

や
成

長
に

あ
わ

せ
て

、
練

習
問

題
を

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

で
き

、
数

値
等

が
ラ

ン
ダ

ム
に

出
題

さ
れ

る
と

こ
ろ

が
、

こ
の

サ
イ

ト
の

最
大

の
特

徴
。

子
供

の
運

動
あ

そ
び

応
援

サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.m

e
x
t.
g
o
.jp

/s
p

o
rt

s
/
b
_
m

e
n

u
/s

p
o
rt

s
/m

c
a
te

to
p

0
3

/l
is

t/
d

e
ta

il/
js

a
_

0
0

0
1

2
.h

tm
l

体
育

遊
び

情
報

リ
ン

ク
集

運
動

遊
び

は
、

子
ど

も
た

ち
の

基
礎

的
な

体
力

や
、

動
き

の
発

達
の

向
上

だ
け

で
な

く
、

人
間

関
係

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
育

ま
れ

る
な

ど
、

子
ど

も
の

心
身

の
発

達
に

、
と

て
も

効
果

的
。

臨
時

休
業

期
間

中
、

家
庭

で
も

楽
し

く
行

え
る

ス
ポ

ー
ツ

や
運

動
を

紹
介

し
て

い
る

サ
イ

ト
を

紹
介

。

IC
T

教
材

e
b

o
a
rd

（
イ

ー
ボ

ー
ド

）
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.e

b
o
a
rd

.jp
/l

is
t/

全
科

教
材

小
学

校
（

算
数

科
、

漢
字

）
や

中
学

校
（

５
教

科
）

の
段

階
に

合
わ

せ
た

問
題

を
ク

リ
ッ

ク
一

つ
で

簡
単

に
回

答
で

き
る

。
学

校
な

ど
の

教
育

現
場

で
の

利
用

に
は

、
申

し
込

み
が

必
要

。

魔
法

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
h

tt
p

s
:/

/m
a
h

o
-p

rj
.o

rg
/

全
科

情
報

携
帯

情
報

端
末

の
具

体
的

な
活

用
事

例
を

公
開

し
、

学
ぶ

上
で

の
困

り
を

持
つ

子
ど

も
の

学
習

や
社

会
参

加
の

機
会

を
増

や
す

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

実
践

研
究

か
ら

利
活

用
事

例
の

公
開

や
ア

プ
リ

の
紹

介
を

し
て

い
る

。

チ
ー

テ
レ

S
tu

d
y 

N
e
t

み
ん

な
で

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
（

バ
ー

コ
ー

ド
を

読
み

取
る

）
h

tt
p

s
:/

/w
w

w
.p

re
f.
c
h

ib
a
.lg

.jp
/k

yo
u

ik
u

/
全

科
動

画
千

葉
県

教
育

委
員

会
が

、
教

科
書

を
使

っ
て

の
家

庭
学

習
の

た
め

、
授

業
動

画
及

び
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

作
成

。
特

別
支

援
学

校
対

象
の

動
画

も
あ

る
。

家
庭

学
習

に
役
立

つ
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
③

教
育
課

程
を
再

編
成

す
る
際

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役

立
つ
主

な
コ
ン
テ
ン
ツ

〇
特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
（
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
）
（
高
等
部
）

〇
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
各
教
科
等
編
（
小
学
部
・
中
学
部
）
（
高
等
部
）

○
神
奈
川
県
立
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
教
育
課
程
編
成
の
手
引
（
平
成

31
年
３
月

特
別
支
援
教
育
課
）

○
臨
時
休
業
中
に
お
け
る
体
育
・
保
健
体
育
の
学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

授
業
づ
く
り
支
援
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
）

※
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
も
家
庭
学
習
支
援
リ
ン
ク
集
を
掲
載
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５ 教育活動再開に向けて 

（１）基本的な考え方 

学校再開に向けては、令和２年５月１日付け２文科初第 222 号文部科学省初等中等教育局

長通知「新型コロナウイルス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運営上の工夫に

ついて」で「特別支援学校については，指導の際に接触が避けられないことや，重篤化する基

礎疾患等を有する児童生徒が多いこと，多くの児童生徒がスクールバス等で一斉に登校する

こと等の課題を多くの学校が抱えているため，学校教育活動の再開については，児童生徒の障

害の種類や程度等を踏まえた慎重な検討が必要であること」と示されている。 

また、令和２年５月５日付け教育長通知には「臨時休業期間の後、学校の教育活動の再開に

ついても、その時点の状況を踏まえ、児童・生徒等の安全・安心を第一に、準備期間を含め一

定期間を置いてから分散登校、時差通学・短縮授業などの段階的な再開を検討すること」とし

ている。 

分散登校の考え方としては、例えば、学年ごとに１日２時間の登校をするなど、３密を避け

る対策をとっていく。そのほか時差通学や短縮授業なども組合せながら、その後の計画を作成

することが考えられる。 

なお、学校の教育活動再開後における取組みの具体については、後日別途示す。  

 

（２）授業時間数の確保についての考え方 

    臨時休業による、授業時間数の不足に対応するため、例えば、現在、42 日以内（神奈川県

立の特別支援学校の管理運営に関する規則の運用について）と定められている夏季休業期間

を短縮して、授業時間数を確保すること等が考えられる。 
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 ＜参考＞幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第 197 号）


